
 

※令和４年度以降入学生用 

 

学校番号 ３１０ 

令和５年度 家庭科 

 

教科 家庭 科目 
家庭総合 単位

数 
２単位 年次 ２年次 

使用教科書 未来へつなぐ家庭総合３６５（教育図書） 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

私たちは、家族や友達、地域の人などさまざまな人々とのかかわりや、食べているもの、着て

いる衣服、住んでいる家や買い物などを通して、社会と深くつながっています。毎日の生活を振

り返り、問題点を見つけて改善することで、生活を豊かにしていきましょう。そして、自立した

生活の準備をしていきましょう。 

そのために生活に係る課題を「①協力・協働、②健康・快適・安全、③生活文化の継承・創造、

④持続可能な社会の構築」という 4つの視点で捉え、工夫し、考えることにより、解決が出来る

ようになっていきましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を通して，様々な人々と協働し，

よりよい社会の構築に向けて，男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を創造する資質・能力を次

のとおり育成することを目指す。 

(1)人の一生と家族・家庭及び福祉，衣食住，消費生活・環境などについて，生活を主体的に営むため

に必要な基礎的な理解を図るとともに，それらに係る技能を体験的・総合的に身に付けるようにする。 

(2)家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践

を評価・改善し，考察したことを科学的な根拠に基づいて論理的に表現するなど，生涯を見通して課

題を解決する力を養う。 

(3)様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，地域社会に参画しようとするとともに，生活

文化を継承し，自分や家庭，地域の生活の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

人の一生と家族・家庭及び

福祉，衣食住，消費生活・環

境などについて，生活を主

体的に営むために必要な知

識を科学的に理解している

とともに，それらに係る技

能を体験的・総合的に身に

付けている。 

家庭や地域及び社会におけ

る生活の中から問題を見い

だして課題を発見し，解決策

を構想し，実践を評価・改善

し，考察したことを根拠に基

づいて科学的な根拠に基づ

いて論理的に表現するなど，

生涯を見通して課題を解決

する力を身に付けている。 

様々な人々と協働し，よりよ

い社会の構築に向けて，地域

社会に参画しようとすると

ともに，生活文化を継承し，

自分や家庭，地域の生活の充

実向上を図ろうとする実践

的な態度を身に付けている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

１
学
期 

Ａ
編 

第
１
章
生
涯
の
生
活
設
計 

①あなたの将来，どうす

る？ 

1 人は一生発達する 

2 これからの人生に何が

起こるか 

3 人生の課題を解決しよう 

 

 

a: 生涯発達の視点から各ライフ

ステージの特徴・課題とそれに対

応した意思決定の必要性につい

て理解している。 

c: 生涯発達の視点で各ライフス

テージごとの発達課題に関心を

もち，学習活動に取り組もうとし

ている 

定期考

査 

 ワークシ

ート 

Ａ
編 

第
２
章
青
年
期
の
自
立
と
家
族
・家
庭 

   

①自立への一歩を踏み出そう 

1 あなた自身を知ろう 

2 ５つの自立 

a: ・青年期の５つの自立につい

て理解している。 

・職業の種類や意義について

理解している。 

b: 自分自身のアイデンティティ

となる内面について見つめ直し、

まとめたり発表したりすること

ができる。 

c: 青年期に必要な自立のために

生活や考え方を変えようとして

いる。 

定期考査 ワークシ

ート 

振り返りシ

ート 

Ｃ
編 

第
１
章
生
活
に
お
け
る
経
済
の
計
画 

①将来に向けて家計を考えよ

う 

1 家計と社会のかかわり 

②将来の経済計画を立てて

みよう 

1 家計と経済計画 

2 家計と税金・社会保障 

a:・家計と経済社会の関わりを理

解している。 

・家計における収入と支出につ

いて理解している。 

b:さまざまな金融商品のメリッ

トとデメリットについて具体的

に調べ，発表することができる。 

c: 家計の構造，家計における収

支バランスや計画性にとどまら

ず，将来にわたるリスクを想定し

て，不測の事態に備えた貯蓄や金

融商品の活用などの資金計画に

ついて関心をもっている。 

定期考査 ワークシ

ート 

振り返りシ

ート 
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Ｃ
編 

第
２
章
消
費
生
活
と
意
思
決
定 

①何をどうやって買う？ 

1 私たちの消費生活 

2 契約の重要性 

3 消費者信用のしくみ 

②かしこい消費者になろう 

1 消費者問題の現状と課題 

2 消費者問題にあったら 

3 消費者の権利と責任 

 

a: 三者間契約など，さまざまな

契約のしくみや，未成年と成年の

法律上の違いについて理解して

いる。 

b: 消費者の責任について考え，

今後の課題と解決方法について

発表したり，意見交換したりする

ことができる。 

c: 自分の意思で契約できる「お

とな」としての権利と責任につい

て，自分ごととして捉えようとし

ている。 

定期考査 定 期 考

査 

ワークシ

ート 

振り返りシ

ート 

１
学
期 

Ｃ
編 

第
３
章
持
続
可
能
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
環
境 

①未来の地球環境は大丈

夫？ 

1 暮らしと環境問題 

2 社会の取り組み 

②私たちにできることは何だ

ろう？ 

1 持続可能な消費 

2 行動し，発信しよう 

a: SDGs とその背景について理解

し，日々の生活と関連づけること

ができる。 

b: 持続可能な社会のためにでき

る消費行動のあり方について，新

聞，書籍，インターネット，自身

や周囲の生活から具体例を収集

し，まとめたり，発表したりでき

る。 

c: 具体的な事例を通して，環境

負荷の少ない生活について考え，

自らの生活意識やライフスタイ

ルを見直そうとしている。 

定期考査 定 期 考

査 

ワークシ

ート 

振り返りシ

ート 

２
学
期 

Ｂ
編 

第
１
章
食
生
活
と
健
康 

①なぜごはんを食べるの？ 

1 毎日の食事を考えてみよう 

2 ライフステージに合った食

生活 

②私たちは何を食べている

の？ 

1 食品にはどんな栄養素が

含まれる？ 

2 栄養素を分類しよう 

3 栄養素と食品を見てみよう 

③安全に食べよう 

1 食品を選んでみよう 

2 食中毒と安全 

④健康に食べよう 

1 何をどれだけ食べる？ 

⑤調理実習  

a: ・栄養素の特徴と，それを多

く含む食品について理解してい

る。 

・料理の作り方を理解し，基礎的

な技術を身に付け，効率よく調理

することができる。 

b:・自身の食生活を分析し，現代

の食生活の傾向と課題と比較し

て，まとめたり，発表したりする

ことができる。 

・調理実習や実験を通して、科学

的な視点から調理を行ったり、ア

レルギーや環境などに配慮した

りと、調理を工夫することができ

る。 

c: 調理実習で学んだことを家庭

などでも実践し、生活の充実向上

を図っている。 

定期考査 

調理実習 

定 期 考

査 

ワークシ

ート 

振り返りシ

ート 
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３
学
期 

Ａ
編 

第
３
章
子
ど
も
の
生
活
と
保
育 

①子どもはどう生まれ育つ？ 

1 子どもの成長の特徴 

②子どもとどうかかわろう？ 

1 親の役割 

2 生活習慣と子どもの生活 

③これからの子育てとは？ 

1 現在の日本の子育て事情 

2 子育てを支えるしくみ 

3 子どもの権利と福祉 

a:・子どもの心身の特徴や発達，

遊びの意義について理解してい

る。 

・社会全体で子育てを支援する

必要性を理解している。 

・子どもの権利と福祉について

理解している。 

b: 親の役割や子どもにとって望

ましい保育環境について，自分の

考えを入れながらまとめること

ができる。 

c: 自分が将来，保育に関わる存

在であることを理解し，自分ごと

として学習に取り組んでいる。 

定期考査 定 期 考

査 

ワークシ

ート 

振り返りシ

ート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


